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Ⅰ 主題設定の理由 
本県では，平成26年，「広島版『学びの変革』ア

クション・プラン」が策定され，これまでの知識ベー

スの学びに加え，コンピテンシーの育成を目指した

主体的な学びを促す教育活動を推進することが示さ

れている。施策の一つに，「課題発見・解決学習」

が打ち出され, 総合的な学習の時間を始め，各教科

等の学習において，その推進が求められている。 

 「総合的な学習の時間における探究的な学習の指

導と評価の在り方―広島県の実態調査における現状

と課題を踏まえて―」（広島県立教育センター平成

26年）では，評価の観点に係る問題についてのアン

ケート結果から，「小学校，中学校ともに，学習活

動と評価の観点の整合性をもたせることや教師間で

の共通理解を図ることがほぼ半数の学校において，

問題として挙げられている。」1)としている。さら

に，評価規準における問題についてのアンケートか

ら，「小学校，中学校ともに，評価の観点と同様に，

問題の割合が高かったのは，学習活動と評価規準の

整合性をもたせることである。また，教師間で共通

理解することに問題が見られる。」2)とある。 

 このように，本県では，総合的な学習の時間の評

価の観点や評価規準について，学習活動との整合性 

をもたせることや，教師間で共通理解することに課 

題があることが分かった。 

 また，所属校では，総合的な学習の時間の育てよ

うとする資質や能力に，ＥＳＤで重視する能力・態

度や構成概念を設定し，ＥＳＤカレンダーを作成し

しているが，コンピテンシーの育成につなげること

には課題がある。 

本研究では，総合的な学習の時間におけるコンピ

テンシーを育成するために，評価の観点や評価規準

と学習活動の整合性をもたせ，教師間で共通理解を

図るために，ＥＳＤの視点を踏まえた長期的ルーブ

リックを開発し，個の変容を見取ることとする。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
  

１ コンピテンシーについて 
教育課程の編成に関する基礎的研究報告書５（平

成25年）によると，ＯＥＣＤの「コンピテンシーの

定義と選択」（ＤｅＳｅＣｏ）プロジェクトでは，

コンピテンシーを，人が「特定の状況の中で（技能

や態度を含む）心理社会的な資源を引き出し，動員

して，より複雑な需要に応じる能力」と定義し，三

つのキー・コンピテンシー，「相互作用的に道具を

用いる力」「自律的に活動する力」「社会的に異質 

な集団で交流する力」を示しているとある。 

研究の要約 

 本研究は，ＥＳＤの視点を踏まえた長期的ルーブリックの開発を通して，総合的な学習の時間におけ

るコンピテンシーを育成する評価の工夫について考察したものである。所属校第４学年の課題から，Ｅ

ＳＤで重視する能力・態度の一つである，批判的に考える力に焦点を当てた。文献研究から，批判的に

考える力を，収集した資料や文章，他者の意見などの情報を論理的に思考する力である論理的思考，多

様な観点からその妥当性や信頼性を吟味し，考えを深める力である省察的思考と定義し，この二つの思

考について，長期的ルーブリックの開発を行った。この長期的ルーブリックを児童と教師が共有し，付

けたい力を明確にして授業を行った結果，論理的思考の力を高めることができた。このことから，ＥＳ

Ｄの視点を踏まえた長期的ルーブリックは，総合的な学習の時間におけるコンピテンシーの育成のため

に有効であることが分かった。 



 
 

小学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編

（平成20年，以下「解説」とする。）では，総合的

な学習の時間に育てようとする資質や能力及び態度

の例として，「学習方法に関すること」「自分自身

に関すること」「他者や社会とのかかわりに関する

こと」の三つの視点を示している。また，これらは，

ＯＥＣＤのキー・コンピテンシーに符合していると

示している。 

学校における持続可能な発展のための教育（ＥＳ

Ｄ）に関する研究最終報告書（平成24年，以下「報

告書」とする。）では，ＥＳＤとは，環境的視点，

経済的視点，社会・文化的視点から，より質の高い

生活を次世代も含む全ての人々にもたらすことので

きる開発や発展を目指した教育であり，持続可能な

未来や社会の構築のために行動できる人の育成を目

的としていると示している。また，ＥＳＤの視点に

立った学習指導で重視する七つの能力・態度として，

「批判的に考える力」「未来像を予測して計画を立

てる力」「多面的，総合的に考える力」「つながり

を尊重する態度」「進んで参加する態度」「コミュ

ニケーションを行う力」「他者と協力する態度」を

設定しており，ＯＥＣＤのキー・コンピテンシーに

関連付けているとある。 

ＯＥＣＤ，総合的な学習の時間，ＥＳＤにおける

コンピテンシーの関連をまとめたものが，表１であ

る(1)。このように，総合的な学習の時間とＥＳＤの

コンピテンシーは，ＯＥＣＤのキー・コンピテンシー

と関わり合っているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コンピテンシーを育成する評価について 

(1) 総合的な学習の時間における評価について 

 「解説」では，学習状況の評価の基本的な考え方 

として，児童がこの時間の目標について，どの程度

実現しているのかという状況を把握することによっ

て，適切な学習活動に改善するためのものであると

示している。また，児童の学習状況についてある一

定の望まれる姿を想定し，それと児童の学習状況と

を照らし合わせて考え，この学習活動で育てようと

する資質や能力及び態度が適切にはぐくまれ，内容

が学ばれているのかを，児童の学習状況から丁寧に

見取ることが求められると示している。 

今，求められる力を高める総合的な学習の時間の

展開（小学校編）（平成23年）では，信頼される評

価にするために，教師間の共通理解や，学習活動と

評価規準の整合性を挙げている。また，「特に総合

的な学習の時間においては，児童の内にはぐくまれ

ているよい点や進歩の状況などを積極的に評価する

ことが欠かせない。」3)と示している。 

 これらのことから，本研究では，学習活動と整合

性のある評価規準を設定し，児童の進歩の状況を把

握することができる長期的ルーブリックの開発を行

う。そして，教師間でこのルーブリックの共通理解

を図りながら児童のコンピテンシーがどの程度育成

されているかを評価し，指導や評価の改善に生かす。 

(2) ＥＳＤの視点を踏まえるとは 

 「報告書」では, ＥＳＤの視点に立った学習指導

の目標を「教科等の学習活動を進める中で，『持続

可能な社会づくりに関わる課題を見いだし，それら

を解決するために必要な能力や態度を身に付ける』

ことを通して，持続可能な社会の形成者としてふさ

わしい資質や価値観を養う。」4)と示し，重視する

能力・態度として表１に示した７項目を挙げている。

所属校ではこの７項目を，総合的な学習の時間にお

ける育てたい資質や能力及び態度に位置付けている。 

所属校第３学年から第６学年に行った平成27年度

「基礎・基本」定着状況調査「課題発見・解決学習」

に係る児童生徒質問紙調査によると，情報を比較，

分類，関係付けて，何が分かるのかを考えていると

いう質問に対し肯定的に回答した児童が，第３学年

85.5％，第４学年56.7％，第５学年90.5％，第６学

年81.3％であり，第４学年の数値が低いことが分かっ

た。所属校ではこの力を，育てようとする資質や能

力及び態度の中で情報活用能力と設定し，ＥＳＤで

重視する能力・態度として，批判的に考える力を設

定している。これらのことから，本研究では，ＥＳ

Ｄの視点を踏まえ，所属校第４学年の課題である， 

ＥＳＤで重視する能力・態度の一つである批判的に 

考える力の育成に重点を置く。 

ＥＳＤで重視する 
能力・態度 

ＯＥＣＤの
キー・コン
ピテンシー 

総合的な学習の時間にお
ける育てようとする資質
や能力及び態度 

〇批判的に考える
力 

相互作用的に 
道具を 
用いる力 

学習方法に関すること 
 

児童が横断的・総合的な 
学習や探究的な学習を主
体的，創造的に進めてい
くために必要な資質や能
力及び態度 

〇未来像を予測し
て計画を立てる力 

〇多面的，総合的に
考える力 

〇つながりを尊重す
る態度 自律的に 

活動する力 

自分自身に関すること  
児童自身の生活や行為の
在り方，あるいは自己理
解や自己省察に必要な資
質や能力及び態度 

〇進んで参加する態
度 

〇コミュニケーショ
ンを行う力 社会的に 

異質な集団で
交流する力 

他者や社会とのかかわり 
に関すること  
他者との協同や社会との
かかわりに必要な資質や
能力及び態度 

〇他者と協力する
態度 

 

表１ コンピテンシー関連表(1) 



 
 

(3) 批判的に考える力とは 

楠見孝（2013）は，批判的思考（クリティカルシ

ンキング）を，第一に，証拠に基づく論理的で偏り

のない思考，第二に，自分の思考過程を意識的に吟

味する省察的（リフレクティブ）で熟慮的思考，第

三に，よりよい思考を行うために目標や文脈に応じ

て実行される目標志向的な思考と定義している。 

言語活動の充実に関する指導事例集小学校版（平

成23年）では，クリティカル・シンキングについて，

他者の考えを認識しつつ自分の考えについて前提条

件やその適用範囲などを振り返るとともに，他者の

考えと比較，分類，関連付けなどを行うことで，多 

様な観点からその妥当性や信頼性を吟味し，考えを 

深めること，と示している。 

このことから，本研究においての批判的に考える

力を，収集した資料や文章，他者の意見などの情報

を論理的に思考する力である論理的思考，多様な観

点からその妥当性や信頼性を吟味し考えを深める力

である省察的思考，以上二つの思考とする。 

(4) 長期的ルーブリックについて  

西岡加名恵（2005）は，類似した課題を繰り返し

与える際には，単元を超えて発達を捉える「長期的

ルーブリック」を念頭に置くと，子供たちの成長を

長期的に捉えることができると述べている。さらに，

学年を超える「長期的ルーブリック」を用いれば，

学年間で連携をとりつつ，学力保障を図る可能性が

拓かれると述べている。 

広島県教育センターが作成した授業研究ハンド

ブック（平成26年）では，長期的ルーブリックを，

学習課題の種類を超えて，ある力の育成状況を捉え

るための評価基準（評価指標）のことであると示し

ている。また，一貫して長期的ルーブリックを用い

て評価することで児童の付けたい力の高まりを捉え

ることができると示している。 

総合的な学習の時間は一つの単元の中で，探究的

な活動を繰り返しながら段階を高めていくことがで

きることから，長期的ルーブリックを用いることで，

児童の批判的に考える力についての育成状況を捉え

ることができると考える。 

(5) ＥＳＤの視点を踏まえた長期的ルーブリック  

 ＥＳＤの視点の一つである批判的に考える力に係 

る長期的ルーブリックの開発の手順を次に示す。開

発の際には，評価の観点や評価規準と学習活動の整 

合性をもたせるよう留意した。開発した長期的ルー 

ブリックを，表２に表す。 

① 本研究の，批判的に考える力の定義に沿って， 

批判的に考える力の観点を，論理的思考と省察的 

思考の二つに定める。 

② 国語科，社会科，算数科，理科，生活科の学習 

指導要領解説（平成20年）,言語活動の充実に関

する指導事例集，評価規準の作成，評価方法等の

工夫改善のための参考資料（平成23年）から低学

年，中学年，高学年の比較，分類，関連付け，推

論などの論理的思考に関わる記述を抜き出す。 

③ 小学校学習指導要領解説生活編（平成20年），

今，求められる力を高める総合的な学習の時間の

展開（平成23年）から，省察的思考に関わる記述

を抜き出す。 

④ 段階Ⅸを，小学校卒業時に付けておきたい力と

し，発達段階を考慮しながら，抜き出した記述を

段階に分け，ⅠからⅨの段階にまとめる。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西岡（2003）は，開発したルーブリックについて，

再検討し，改善し続けていくことが重要と述べてい

る。長期的ルーブリックの妥当性，信頼性を高める

ためにも改善を図ることは必要であると考える。ま

た，本研究の評価基準は９段階で示しているが，コ

ンピテンシーの特性や児童の実態に応じて段階を設

定することが必要であると考える。さらに，実践の

中で評価基準と児童の実態にずれが生じた場合は， 

表２ 批判的に考える力に係る長期的ルーブリック 

段
階 

批判的に考える力 

論理的思考 省察的思考 

Ⅸ 
複数の事柄や資料などを根拠に，
主張したいことを構造化し，まと
めることができる。 

多様な観点から，自分の考えについ
て妥当性や信頼性を吟味し，今後の
学習に生かそうとすることができる。 

Ⅷ 
複数の事柄や資料などから，推論 
を用いて考えることができる。 

多様な観点から，自分の考えについ
て妥当性や信頼性を吟味し，よりよ
い方法を選択することができる。 

Ⅶ 

複数の事柄や資料などについて，
因果関係を捉えて考えることがで 
きる。 

多様な観点から，自分の考えについ
て妥当性や信頼性を吟味し，よい点
や悪い点について判断することがで
きる。 

Ⅵ 
複数の事柄や資料などについて，
自ら二つ以上の視点を設け，比較，
分類，関連付けることができる。 

友だちの意見を聞いて，自分の考え
について妥当性や信頼性を吟味する
ことができる。 

Ⅴ 
複数の事柄や資料などについて，
自ら視点を設け，比較，分類，関
連付けることができる。 

友だちの意見を聞いて，自分の考え
と比較することができる。 

Ⅳ 
複数の事柄や資料などについて，
与えられた視点に沿って比較，分
類，関連付けることができる。 

友だちの意見を聞いて，多様な考え
があることに気付くことができる。 

Ⅲ 
複数の事柄や資料について，気付
いたことを基に，比べたり，分け
たり，例えたりすることができる。 

自分の考えと友だちの考えの共通点 
や相違点に気付くことができる。 

Ⅱ 
身の回りの複数の事柄や資料につ
いて，比べたり，分けたり，例え
たりすることができる。 

自分が学習したことから，うまくい 
ったことや難しかったことについて 
感想をもつことができる。 

Ⅰ 
身の回りの事柄と事柄について，
比べたり，分けたり，例えたりす
ることができる。  

自分が学習したことについて，感想 
をもつことができる。 

 

 

 



 
 

 

年度途中であっても修正を行うことが求められると

考える。 

本研究で開発した長期的ルーブリックにより，児

童の批判的に考える力の段階を把握する。そして，

児童の実態に応じた指導を行い，一人一人の批判的

に考える力を高めることができるようにする。これ

まで述べてきた研究の構想を図１に示す。なお，低

学年については生活科などで扱うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 
長期的ルーブリックを活用し，ＥＳＤで重視する

能力・態度の一つである批判的に考える力について

継続的に指導と評価を行えば，児童が総合的な学習

の時間においてコンピテンシーを育成することにつ

ながるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
検証の視点と方法について，表３に示す。 

       

 

  

 

 

  

Ⅳ 研究授業について 
○ 期 間 平成27年12月11日～平成27年12月22日 

○ 対 象 所属校第４学年１組（34人） 

○ 単元名 未来の熊野筆のために 

○ 目 標  

  伝統工芸品熊野筆のすばらしさや，それを守っ 

 てきた人々の努力に気付き，これから自分たちが 

 できることは何かを考え，実行することができる。 

○ 単元で育てようとする資質や能力及び態度を， 

表４に表す。 

○ 本研究に関わる単元計画を表５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本研究の構想図 

 

検証の視点 方法 

長期的ルーブリックを活用し，継続的
に指導と評価を行うことで，批判的に
考える力を育成することができたか。 

アンケート  
（事前・事後） 
ワークシート 

 

評価の観点 育てようとする資質や能力及び態度 

学習方法に
関すること 

課題追及能力
（未来像を予測
して計画を立て
る力） 

・相手に伝えようと思う熊野町のよさを
見付け，積極的に調べることができる。 

・課題解決のために，自分の考えをもつ
ことができる。 

情報活用能力
（批判的に考え
る力） 

・収集した情報を基に，論理的に考える
ことができる。 

・友だちの意見を受け入れ，自分の考え
を見直すことができる。 

伝え合う力（コ
ミュニケーショ
ンを行う力） 

・自分の考えを友だちに伝えることがで
きる。 

・相手や目的を意識して，効果的な表現
方法を用いることができる。 

自分自身に
関すること 

自己の生き方（進
んで参加する態
度） 

・これまでの自分を振り返って成長に気
付いたり，自分にできることはないか
考えたりすることができる。 

他者や社会
とのかかわり
に関すること 

協力（他者と協
力する態度） 

・他者と協力して物事を進めることがで
きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ
Ⅷ
Ⅶ

Ⅵ
Ⅴ
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅰ

Ⅸ
Ⅷ
Ⅶ
Ⅵ
Ⅴ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅰ

表３ 検証の視点と方法 

 

表４ 単元で育てようとする資質や能力及び態度 

単元名「未来の熊野筆のために」全25時間 
探究の 

過程 
学習活動 評価の観点・評価方法 

導入 
１ 筆作り体験及び施設訪問をする。 

(５h） 
２ 分かったことを交流する。   （１h） 

伝え合う力（コミュニケー
ションを行う力）・行動観
察 

課題 
の 
設定 

３【検証授業①】熊野筆の問題点を知り，
自分たちに何ができるかを考える。 

                    （１h） 

情報活用能力（批判的に考
える力）・ワークシート 

課題 
の 
設定 

４ テーマを決め，テーマに関するアン
ケート調査のために，聞きたい項目を
考える。                         （１h） 

課題追及能力（未来像を予
測して計画を立てる力）・
ワークシート 

情報 
収集 

５ テーマごとのグループに分かれ，情
報を集める。                  （４h） 

課題追及能力（未来像を予
測して計画を立てる力）・
ワークシート，行動観察 

６ 集めた情報をグループで出し合って
整理し，確認する。           （１h） 

協力（他者と協力する態
度）・行動観察 

整理 
・ 
分析 

７【検証授業②】アンケート結果をまと
め，伝える相手の実態から，誰に伝え
るのが効果的か，どんな内容を伝える
とよいか，グループで話し合って決め
る。（個人→グループ）   （１h） 

情報活用能力（批判的に考
える力）・ワークシート 
 
 

整理 
・ 
分析 

８【検証授業③】どんな方法で伝えると
よいか，グループで話し合って決める。
（個人→グループ）           （１h）  

情報活用能力（批判的に考
える力）・ワークシート 

まとめ 

創造 
表現 

９ グループで決めた方法で，相手意識
をもちながら準備をする。    （６h） 

協力（他者と協力する態
度）・行動観察 

課題 
の 
設定 

10 グループで発表を交流し，視点に
沿って相互評価する。         （１h） 

課題追及能力（未来像を予 
測して計画を立てる力）・
制作物，ワークシート 

整理 
・ 
分析 

11 他グループからのアドバイスを基に
改善し，交流する。           （１h） 

協力（他者と協力する態
度）・行動観察 

まとめ 

創造 
表現 

12 伝えたい相手にＰＲし，視点に沿っ
て評価してもらう。            （１h） 

伝え合う力（コミュニケー
ションを行う力）・制作物，
ワークシート 

振り 
返り 

13 これまでの活動を振り返り，今後日
常生活の中で自分ができることを考え
る。                            （１h） 

自己の生き方（進んで参加
する態度）ワークシート 

 
 
 
 
 
   

表５ 単元計画 



 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業③

検証授業②

検証授業①

論理的思考

Ⅳに満たない Ⅳ Ⅴ Ⅵ

 

○ 検証授業①，②，③の概要を，図２に示す。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 
 

１ 長期的ルーブリックを活用し，継続的に

指導と評価を行うことで，批判的に考える

力を育成することができたか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６は児童に示した長期的ルーブリックである。 

児童一人一人の批判的に考える力を高めるために，

論理的思考については，(a)考える場の設定，(b)既

習事項を想起させる写真や地域の方の言葉などの掲

示物の提示，(c)参考例として他の児童の考えを提示，

(d)必要な情報の取り出し，(e)結果の予想，以上５

点について指導の工夫を行った。 

また，省察的思考については，(a)学習を振り返る

場の設定，(b)友だちの考えのよさへの気付き，(c)

新たな考えへの気付き，(d)自分と友だちの考えの比

較による気付き，以上４点についての指導の工夫を

行った。 

論理的思考，省察的思考のどちらも自分の考えを

ワークシートに記述させることで，児童自身がどん

な考えをもっているのかを自覚させ，自分が長期的

ルーブリックのどの段階なのかを自己評価させた。 

(1) 全体の傾向からみた個の変容について 

長期的ルーブリックを活用した授業の有効性につ

いて検証するため，検証授業①，②，③のワークシー

トの記述から，批判的に考える力の二つの観点であ

る，論理的思考，省察的思考について分析を行った。 

ア 論理的思考について 

検証授業①，②，③における，論理的思考の評価

基準を表７に示す。これは，前頁図１研究構想図の

中学年の段階Ⅳ，Ⅴ，Ⅵに該当する。 

児童の論理的思考の段階の変容を，図３に表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証授業①の前に，長期的ルーブリックの説明を実施 

検証授業① 検証授業② 検証授業③ 

各検証授業内で，長期的ルーブリックに該当する学習活動を児童に示す。 

熊野筆が抱える問題
点を知り，未来に向け
て自分たちができるこ
とを考えることができ
る。 

アンケート結果から，
自分たちが伝えたいこ
とを効果的に伝える
ことができる相手を選
択することができる。 

伝えるための多様な
表現方法を知り，相手
に効果的に伝える方
法について考えるこ
とができる。 

１ これまでの振り返
りを行う。 

２ 熊野筆に関する
問題点を知る。 

３ 10年後の熊野筆
について予想する。 

４ 本時のめあてを知
る。 

未来の熊野筆のため 
に，自分ができるこ 
とを考えることがで 
きる。 
５ 自分はどうしたい
か考える。 

６ アイディアカード
に考えを書き，理由
を付けて１枚選ぶ。 

７ グループで考えを
出し合う。 

８ 付箋に助言や質
問を書き，渡す。 

９ 再度自分で考え
る。 

10 自分の考えを発
表する。 

11 振り返りを行う。 
12 今後，未来の熊野
筆のために行動す
ることを告げる。 

１ 本時までの情報
収集について振り
返る。 

２ 本時のめあてを知
る。 

アンケートの結果を 
使って，伝えたい相手 
を選ぶことができる。 
３ アンケート結果
を見て分かることを
考える。 

４ 自分たちの伝え
たいことについて，
誰にどんなことを伝
えるとよいかを考え
る。 

５ グループの話合
いを交流する。 

６ 振り返りを行い，
次の学習について
知る。 

１ 前時で決めた，伝
えたい相手につい
て確認させる。 

２ 本時のめあてを
知る。 

相手にどのような方
法で伝えるとよいか
考えることができる。 
３ 発信の方法を知
り，それぞれのよさ
について考える。 

４  自分たちのグ
ループに適してい
ると思う方法を選
ぶ。 

５ いろいろな方法
から一つを選び，そ
の理由を書く。 

６ グループで話し
合い，一番適してい
ると思う方法を選
ぶ。 

７ グループで決め
た方法を，みんなに
伝える。 

８ 振り返りを行い，
次の学習について
知る。 

 表７ 論理的思考の評価基準 

  Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

検
証
授
業
① 

熊野筆に関することに
ついて実行したいこと
を複数考え，与えられ
た視点で比較，分類，
関連付けて，実現させ
たいことを考えること
ができる。 

熊野筆に関することに
ついて実行したいこと
を複数考え，自らが定
めた視点で，効果や結
果などを比較，分類，
関連付けて，実現させ
たいことを考えること
ができる。 

熊野筆に関することに
ついて実行したいこと
を複数考え，自らが定
めた二つ以上の視点で
効果や結果などを比
較，分類，関連付け，
実現させたいことを考
えることができる。 

検
証
授
業
② 

熊野筆に関することに
ついて行ったアンケー
ト結果を，与えられた
視点で比較，分類，関
連付け，調べたことを
伝える対象を考えるこ
とができる。 

熊野筆に関することに
ついて行ったアンケー
ト結果を，数の大小に
着目し，比較，分類，
関連付け，調べたこと
を伝える対象を考える
ことができる。 

熊野筆に関することに
ついて行ったアンケー
ト結果を，予想との比
較や，自分のテーマ以
外の数値に着目するな
ど，自らが定めた複数
の視点で，比較，分類，
関連付け，調べたこと
を伝える対象を考える
ことができる。 

検
証
授
業
③ 

熊野筆に関することに
ついて，調べたことを
相手に伝える方法を，
与えられた視点で，比
較，分類，関連付けて
考えることができる。 

熊野筆に関することに
ついて，調べたことを
相手に伝える方法を，
自らが視点を設け，比
較，分類，関連付けて
考えることができる。 

熊野筆に関することに
ついて，調べたことを
相手に伝える方法を，
自らが視点を複数も
ち，比較，分類，関連
付けて考えることがで
きる。 

 

図２ 検証授業の概要 

 

   だん階 
より 
よく考える力 Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

くらべる 

分ける 
つなげる 

二つ以上のことが
らやし料，友だち
の意見を，決まっ
た見方でくらべた
り，分けたり，つ
なげて考えたりす
ることができる。 

二つ以上のことが
らやし料，友だち
の意見を，自分で
決めた見方でくら
べたり，分けたり, 
つなげて考えたり
することができる。 

二つ以上のことがら
やし料，友だちの意
見を，自分で決めた
二つ以上の見方でく
らべたり，分けたり，
つなげて考えたりす
ることができる。 

ふりかえる 

友だちの意見を聞
いて，いろいろな
考え方があること
に気付くことがで
きる。 

友だちの意見と，
自分の考えを比べ
ることができる。 

友だちの意見から，
自分の考えを見直す
ことができる。 

  

表６ 児童に提示した長期的ルーブリック 

 図３ 論理的思考の段階の変容 

下線部 
実線…論理的思考 
  （比較・分類 
   ・関連付け） 
点線…省察的思考 
  （振り返り） 

 

２６ ３ ５９ 

３ ６１ ３６ 

３ ９７ 

１２ 



 
 

検証授業①では，段階Ⅳに満たない児童が26％だっ 

たが，検証授業②では３％，検証授業③では０％と

なった。段階Ⅵにおいては，検証授業①では12％で

あったが，検証授業③では97％の児童が段階Ⅵに到

達することができた。 

図４は，論理的思考における個の変容の分布であ

る。各段階のワークシートの記述例を表８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表９は，図４における29児のワークシートの記述

である。29児は，伝統工芸士グループである。 

検証授業①では，未来の熊野筆のために自分がで 

きることをアイディアカードに書く際迷っていたが，

掲示物や友だちの考えを参考例として提示したこと

により，１枚記入することができた。 

検証授業②では，地域の人，家の人，全校児童に 

実施したアンケートの結果から，効果的に伝えるこ

とができる相手を選ぶ学習であった。アンケート結

果の一部を表10に示す。データ数が多いため，ワー

クシートに，自分のテーマに関する箇所について情

報の取り出しを行うことができるよう工夫を行った。

また，前時に数値を予想させていたため，予想と比

較して考えることができていた。29児はこれらの手

立てとグループでの話合いによって，１，２年生に

伝えることに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証授業③は，前時で決めた相手に，どのような

方法で伝えるとよいかを選ぶ学習であった。29児は，

ポスター，ちらし，リーフレット，ＣＭ，発表，ワー

クショップなどの中から，発表，ポスター，ちらし

を選び，効果的な方法を選ぶ際の視点を，自分で四

つ定めることができた。これは，伝える場面を予想

させ，大事にしたいことを意識させるワークシート

を用いたことが，有効な手立てとなったと考える。

また，導入で，前時に決めた伝える相手を掲示物で

確認したことも，相手を意識し，効果的な方法を選

ぶ際の視点をもつ手立てとなったと考える。 

このような考える場の設定を行ったことで，29児

は，検証授業①では段階Ⅳに満たなかったが，検証

授業②，③では段階Ⅵに変容した。 

イ 省察的思考について 

 表11は，検証授業①，②，③における，省察的思

考の評価基準である。 

 

 

 

 

 

検証授業 段階 ワークシートの記述 

① Ⅳに満たない アイディアカード１枚のみ 

② Ⅵ 

２，３年生は０人だと思っていたけど，２年
生は４人，３年生は５人も知っているのがい
外でした。５年生は２人で２，３年生より少
なかったのでびっくりしました。６年生は６
人で，もっと知っているかと思いました。 

③ Ⅵ 

かんたんな言葉で。はっきり。大きな声で。
ゆっくり。 

発表（理由：気持ちや伝えたいことを伝えら
れるから。１年生はポスターだと分からない
かも知れない。向き合って，伝えることを伝
えたい。） 

 

表９ 29児のワークシートの記述 

 Ⅳ Ⅴ Ⅵ 
検
証
授
業 

①
②
③ 

友だちの意見を聞い
て，いろいろな考え
方があることに気付
くことができる。 

友だちの意見と，自
分の考えを比べるこ
とができる。 

友だちの意見から，
自分の考えを見直
すことができる。 

 

表10 アンケート結果の一部 

 

  
Ⅳに満たない Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

検
証
授
業 
① 

②⑤⑨  
⑯㉑㉓  
29㉝㉞  

 
  ９人 

㉕  
 
 
 

１人 

③④⑥⑦⑧  
⑩⑪⑫⑬⑭  
⑱⑲⑳㉒㉖  
㉗㉘㉚㉛㉜  
    20人  

①⑮⑰㉔  
 
 
 
  ４人  

検
証
授
業 
② 

⑥ 
 
 
 
  １人 

 ②③④⑤⑦  
⑧⑩⑪⑫⑬  
⑭⑮㉑㉒㉓  
㉔㉖㉗㉘㉚  
    20人  

①⑨⑯⑰⑱⑲  
⑳⑳㉕ 29㉛㉜㉞  

 
   

12人 

検
証
授
業 
③ 

  

⑥ 
 
 
 
 
 
   １人 

①②③④⑤⑦  
⑨⑩⑪⑫⑬⑭  
⑮⑯⑰⑱⑲⑳  
㉑㉒㉓㉔㉕㉗  
㉘ 29㉚㉛㉜㉝  
㉞  
   31人 

 

表８ 各段階のワークシートの記述例 

 

グループ
地域の

人
100人

家の人
６２人

１年生
６４人

２年生
８０人

３年生
６４人

５年生
６５人

６年生
６９人

合計
504人

伝統
工芸士 20 7 0 4 5 2 6 44
筆まつ

り 14 4 3 3 24 19 0 67

筆豆 45 28 11 10 63 62 5 224

筆の日 58 24 2 0 0 14 5 103
ふでり

ん 35 31 8 1 8 16 0 99
ふでりん，こふでりん
の仕事を知っている。

筆の日がいつか，知っ
ている。

伝統工芸士さんが今何
人いるか知っている。

筆豆を使った料理を
知っている。

　　　　しつ問

筆まつりがいつはじ
まったか知っている。

  表11 省察的思考の評価基準                  

図４ 論理的思考の変容の分布                      

検証 
授業 

記述させる 
こと 

Ⅳに 
満たない Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

① 
 

複数枚からア
イディアカー
ドを１枚選ん
だ理由 

複数枚
書けてい
ない。記
述なし。 

一番で 
きそう 

  だから。 

ポスターだと
はれる所がた
くさんあるか
ら。 

筆はすごいと思ってほ
しい。カラフルな筆も
あることを知ってほし
い。 

 
② 
 

アンケート結
果から分かる
こと 

人数の羅
列のみ 

(該当者
なし） 

３年生と５
年生が多い
ことが分かっ
た。 

地域の人や家の人は
多いけど，１～６年生
が少ない。６年生はど
の質問も知っている人
が少ない。 

③ 

伝える時に大
事にしたいこ
と 
 

(該当者
なし） 

(該当者
なし） 

分かりやす
く。 

分かりやすく話す。や
さしく話す。理由を付
けて話す。１回１回分
からないことはありま
すかと聞く。 

一番いいと思
う伝え方 

(該当者
なし） 

(該当者
なし） 

ワークショ 
ップ（理由: 
くわしく話 
せるから。） 

発表（理由：発表だっ
たら，自分が言いたい
ことが分かりやすく伝
わるし，相手も発表で
きるから。） 

 

（検証授業② 欠席１名，検証授業③ 欠席２名） 



 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業③

検証授業②

検証授業①

Ⅳに満たない Ⅳ Ⅴ Ⅵ

省察的思考 

 

 

 

 

 

図５は，児童の省察的思考の段階の変容を表した

グラフである。検証授業①では段階Ⅳに満たない児

童が15％だったが，検証授業②，③では０％となっ

た。授業の最初と最後に長期的ルーブリックを見て

自分を振り返ることで，それぞれが上の段階を目指

そうとしていたことや，授業の中で友だちの振り返

りを聞いたり見たりさせる手立てが有効であったと

考える。一方で，段階Ⅵの児童については，検証授

業①が73％，検証授業②が55％，検証授業③が16％

と，徐々に減少している。図６は，省察的思考にお

ける個の変容の分布である。 

各段階のワークシートの記述例を表12に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段階Ⅵが減少した要因として，ワークシートが長

期的ルーブリックの省察的思考の段階に沿った思考

の流れになっていなかったことが挙げられる。友だ

ちと自分の考えを比較し，よさや新しく分かったこ

と，気付いたことを記述させるようにしていたが，

友だちの意見の多様さに気付く，比べる，見直すと

いう，長期的ルーブリックの流れに沿った振り返り

ができるワークシートを用いることが必要であった

と考える。ワークシートの改善例を図７に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表13は，図６における４児のワークシートの記述

である。検証授業①では記述が見られなかったが，

検証授業②では友だちの考えのよさに気付き，検証

授業③では，自分の考えを見直すまでには至らなかっ

たが，自分の考えとＦくんの考えを比べ，よさに気

付いている。これは，友だちの考えについて，よさ

や新たな気付きを見付けたり，自分の考えと比較さ

せたりする手立てが有効であったと考えられる。 

このような振り返りの場の設定により４児は，検

証授業①は段階Ⅳに満たなかったが，検証授業②は

段階Ⅳ，検証授業③は段階Ⅴへ変容した。さらに段

階Ⅵにするためには，長期的ルーブリックのⅥ段階

を示し，友だちの考えを取り入れ自分の考えを再度

見直してみようという助言が必要であったと考える。 

(2) 事前・事後アンケートの結果から 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 論理的思考についてのクロス集計結果 

 

図９ 省察的思考についてのクロス集計結果 

 記述させ

ること 

Ⅳに 

満たない 
Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

検 
証 
授 
業 
① 

振 
り 
返 
り 

記述な 
し。 
振り返 
りにな 
ってい 
ない。 

(該当者なし) グループの友だちが
いろんな意見を言っ
てくれた。もうちょっ
と考えたらお客さん
が楽しいと思ってく
れると思った。 

友だちの意見を聞い
て，人気者のふでり
んをテレビに出し
て，宣伝するといい
と思った。 

検 
証 
授 
業 
② 

(該当者
なし) 

Ｏくんの，家
族に教えると
いうのがいい
なと思いまし
た。 

２年生に伝えようと
思ったけど，友だち
の意見を聞いて，６
年生だったら中学生
になって話し合うこ
とができることが分
かった。 

地域の人にしてい
たけど，Ｔさんの意
見を聞いて，あまり
知らない低学年に
教えようと思いまし
た。 

検 
証 
授 
業 
③ 

(該当者
なし） 

ほとんどの人
がポスター
だったけど，
理由がいろい
ろあることが
分かった。 

Ｔさんも発表という
意見でしたが，私は
Ｔさんのような理由
は考えていませんで
した。 

ＯくんやＭさんの考
えを聞いて，絵より
写真の方が見る時
分かりやすいのかも
と自分の意見が変
わりました。 

 

１２ １５ ７３ 

２４ ２１ ５５ 

１２ ７２ １６ 

表12 各段階のワークシートの記述例 

※（ ）内は稿者によるもの 

図６ 省察的思考の変容の分布                      
（検証授業② 欠席１名，検証授業③ 欠席２名） 

表13 ４児のワークシートの記述 

図５ 省察的思考の段階の変容 
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③㉖㉙㉝  
 
 
 
  

  ４人  

①②⑤⑦⑧  
⑨⑩⑪⑫⑭  
⑮⑯⑰⑱⑳  
㉑㉓㉔㉕㉗  
㉘㉚㉛㉜㉞  
   25人  

検
証
授
業
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③⑨⑮㉒㉕  
㉖㉚  

 
 

  ７人  

①⑤⑥⑦⑩  
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㉗㉘㉛  

       18人  

検
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業 
③ 

 ⑩㉑㉒  
㉗  

 
 
 

４人 

①②③４⑤  
⑥⑦⑨⑫⑬  
⑭⑮⑯⑰⑲  
⑳㉓㉕㉘㉙  
㉚㉝㉞  
   23人  

⑪⑱㉔㉛㉜  
 
 
 
 
    

   ５人  
 

図７ ワークシートの改善例 

検証授業 段階 ワークシートの記述 

① Ⅳに満たない 記述なし。 

② Ⅳ 
Ｍさんの発表を聞いて，それいいねと思った。低学年
はこれから先，ふでの勉強をやったときにおぼえてい
てほしいっていう気持ちが，いいなと思った。 

③ Ⅴ 自分の意見は，写真だけだけど，Ｆくんのせつめい（写
真を見せながら話す）を聞いて，いいなと思った。 

 

改善前 改善後 
・友だちと自分の考えをくら
べていいなと思ったこと，ち
がっていたことや，新しく分
かったこと，気付いたことな
どを書こう。 

・友だちの意見には，どんなものが
ありましたか。       （Ⅳ） 
・友だちの意見と自分の意見をくら 
べてみよう。         （Ⅴ）   
・自分の考えが本当にそれでよいか，
見直してみよう。        （Ⅵ） 

 

  事後 

事前  Ⅳ Ⅴ Ⅵ 合計 

Ⅳ  
⑨⑩⑭⑱⑲ 
㉑㉘㉝  ８人 

⑥⑮⑯㉙㉚㉞ 
       ６人 

14 

Ⅴ  ⑪⑰㉛ 
     ３人 

①②③④⑤⑦⑫ 
⑳㉒㉓㉕㉗  12人 

15 

Ⅵ   ⑬㉔㉜      ３人 ３ 
合計 ０ 11 21 32 

 

 

 事後 

事前 Ⅳ Ⅴ Ⅵ 合計 

Ⅳ 
⑲ 
１人 

②⑥㉑㉘ 
㉙31  ６人 

14㉓㉕㉜㉞ 
５人 

12 

Ⅴ 
 ①⑨⑮⑯ 

㉔㉚ 
   ６人 

③④⑤⑦⑩⑪⑫ 
⑬⑰⑱⑳㉗㉝ 

13人 
19 

Ⅵ   ㉒      １人 １ 
合計 １ 12 19 32 

 



 
 

前頁図８，図９は，事前・事後アンケートのクロ

ス集計結果である。 

この結果から，児童は，検証授業前よりも検証授

業後の方が，批判的に考える力である論理的思考や

省察的思考の力が付いたと自己評価していることが

分かる。これは，毎時間長期的ルーブリックを活用

し，自分で視点をもつことや，友だちの考えを聞い

て自分の考えを振り返るということを，意識的に繰

り返し行った結果であると考える。 

しかし，省察的思考については，児童の自己評価

と教師の評価にずれがみられる。事後アンケートで

段階Ⅵに到達したと自己評価した19名の児童の中に

は，教師の評価ではまだ段階Ⅵに到達していないと

判断する児童も多い。また，段階Ⅴと自己評価した

児童の中には，段階Ⅵに到達したと教師が判断する

児童もいる。児童の記述例を表14に示す。 

図９の児童14は，段階Ⅵと自己評価しているが，

友だちの考えと比べる段階Ⅴであり，自分の考えを

見直す段階Ⅵには至っていない。児童31は，友だち

の意見から自分の考えを見直す段階Ⅵに到達してい

るが，自己評価は段階Ⅴに留まっている。 

このずれの要因としては，検証授業前に行った長

期的ルーブリックについての児童への説明や参考例

の提示が，児童にとっては不十分であったと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
  長期的ルーブリックを活用し，事柄や資料を比較，

分類，関連付けながら考えさせたり，振り返りをさ

せたりすることを繰り返し，継続的に指導と評価を

行った。その結果，児童に，ＥＳＤのコンピテンシー

の一つである批判的に考える力における，論理的思

考の力を育むことができたと考える。 

 

２ 研究の課題 
○ 批判的に考える力の一つである省察的思考の力

を育成するに当たり，長期的ルーブリックの評価

基準とワークシートの整合性についての課題がみ

られた。今後は，長期的ルーブリックの評価基準

に応じた児童の育成状況を見取るための記述欄を

設けるなど，児童の省察的思考の力の育成につな

がるワークシートの工夫を行う必要がある。 

○ 教師と児童の評価にずれが生じた。長期的ルー

ブリックによる評価の妥当性，信頼性を高めるた

めに，各段階の具体的な記述例などのアンカーを

児童と共有することや，児童が理解しやすい評価

規準や評価基準を再検討し，提示することが重要

であると考える。 

○ 教師間の共通理解については，まだ全学年には

至っていない。学校全体で長期的ルーブリックを

共有し，指導や評価の改善に生かすことが必要で

あると考える。 

○ 今後，ＥＳＤに関するその他のコンピテンシー

について長期的ルーブリックを開発する際は，児

童の現状から課題を把握し，組織的に開発に取り

組みたいと考える。 

 

【注】 

(1) コンピテンシー関連表は，勝野頼彦（平成25年）：『教

育課程の編成に関する基礎的研究報告書５』国立教育政策

研究所p.46，文部科学省（平成20年）：『小学校学習指導

要領解説総合的な学習の時間編』東洋館出版社p.25，角屋

重樹（平成24年）：『学校における持続可能な発展のため

の教育（ＥＳＤ）に関する研究最終報告書』国立教育政策

研究所p.７，９を参考にし，稿者が整理した。 
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 振り返りの記述 事前→事後 

 児童14 
はじめはポスターだったけど，ＴさんとＹさんの意見
を聞いてグラフをのせるのがいいと新しく分かった。 Ⅳ→Ⅵ 

 児童31 
グループの人の意見を聞いて，次は，ポスターの中に
何を書くかなど，その次のことを考えて伝えたい。 Ⅳ→Ⅴ 

 

表14 児童の記述

 

 


